
令和２年度の教育活動の再開に向けた主な留意事項
R2.3.27
学校教育課

新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン（抜粋） R2.3.24 文部科学事務次官通知

留意事項

◇登校する際の健康観察

・登校前に家庭にて検温し、その状況を「健康チェックカード」（別紙１）にて毎日確認すること。
・37.5度以上の発熱又は風邪の症状がある児童生徒については、自宅で休養させることを徹底する。
（教職員についても同様の対応とする。）

◇学校教育活動中の感染症対策

・換気を徹底するため、授業中は原則２方向の窓を開けること。
・近距離での会話や発声等の際のマスクの使用等の対応を行うこと。
・飛沫感染予防のため、教卓の直前には児童生徒席を設けず、最前列の児童生徒席は教卓からの距離を設けること。（別紙２）

基本的な感染症対策の実施

（１）感染源を絶つこと
・家庭と連携した毎朝の検温及び風邪症状の確認
・登校前に確認できなかった児童生徒については、保健室等での検温及び風邪症状の確認

（２）感染経路を絶つこと
・手洗いや咳エチケットを徹底する
・特に多くの児童生徒が手を触れる箇所（ドアノブ、手すり、スイッチなど）は、適宜、消毒液（消毒用エタ
ノール等）を使用して清掃を行う

感染症拡大防止の取組を継続しつつ、新年度の教育課程を確実に実施するため、
新年度（１学期）を予定どおり開始することとします。

感染拡大防止のため段階的に教育活動を実施する。
新年度の
運営方針
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学校再開について

授業時間 時間割＊1 児童預かり＆バンビーホーム

【短縮校時】

40分授業
４時間授業＋給食

実施する
＊密集を避けるため校舎も活用

＊1時間割について

・国語、社会、算数/数学、理科、外国語を中心とした時間割編成とし、「３密」の対策を講じた活動内容とする。

＊２部活動時の制限について

・活動時間は、平日２時間、休日３時間以内とし、基礎的な練習を中心とする。

・曜日や場所の入替、時間差での練習などの工夫を行う。

✔ 臨時的な対応として、通常は小学校…45分、中学校…50分である授業時間を、それぞれ５分短縮する。

✔ 部活動については、感染症対策を講じたうえで４月６日から実施する。

年度当初の措置として４/６（月）から始め、その後、当面（２週間）の内容とする。
なお、４/20以降の対応については、今後の状況を踏まえ、後日、提示する。

４/６（月）～17（金）の対応

授業時間 時間割＊1 部活動

【短縮校時】

45分授業
４時間授業＋給食 制限付活動＊2

小学校では …

中学校では …
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学校再開について

小学校 月 火 水 木 金

１時間目（8:45～9:25） 国 国 算 算 社

２時間目（9:35～10:15） 社 国 外 理 算

３時間目（10:35～11:15） 算 社 国 外 算

４時間目（11:25～12:05） 理 算 理 国 国

お昼 給食・換気

手洗いタイム

換気・手洗い

手洗いタイム

＊中休み（20分）を学年ごとに設定することで、運動場等で活動する児童数が多くならないように工夫する。

４/６（月）～17（金）の時間割例

中学校 月 火 水 木 金

１時間目（8:50～9:35） 国 外 理 数 国

２時間目（9:45～10:30） 社 国 外 理 数

３時間目（10:40～11:25） 数 社 国 外 理

４時間目（11:35～12:20） 理 数 社 国 外

お昼 給食・換気

手洗いタイム

換気・手洗い

手洗いタイム
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